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研究成果の概要：本研究では、唾液中のコルチゾールおよびアミラーゼをストレスマーカーと

し、成人における食事前後およびストレス状態における食事中のストレスについて検討を行っ

た。その結果、ストレスマーカーは午後 2 時～5 時にかけて安定した数値を取ること、ストレ

スをかけた状態で食事を摂取させることによってストレスマーカーの濃度が上昇することが明

らかとなった。 
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１．研究開始当初の背景 
 近年、食事に関する疑問や不安は育児を経
験した多くの保護者が抱えている。これらの
問題に対する支援は栄養学的内容のみなら
ず、保護者を含めた養育環境や生活背景にも
考慮した支援が必要と考えられる。特に、核
家族化の増加や共働きなど、養育環境は以前
とは異なる様相を呈しており、これらに対応
するためには、日常生活の重要な一面である
食事の問題と養育環境との関連について検
討することは、重要な課題と考えられる。 
 食事を楽しく食べているかを評価する方
法としては、保護者や介助者が対象者・児の
表情や行動から判断する方法がとられるこ
とが多い。しかしながら、従来の方法では評

価者の主観が強く反映され、ネガティブな結
果が出る傾向が強いという点も指摘されて
いる。 
 以上のことから、対象者の心理的変動を客
観的に評価する指標として、唾液中のコルチ
ゾールおよびアミラーゼ活性を用いること
とした。本研究では、食事に際して非侵襲的
にかつ短時間で採取可能である上記のバイ
オマーカーから食事時の楽しさを客観的に
評価する構想にいたった。 
 
２．研究の目的 
食事を供する際、「幼児の食事時間が長い」

という疑問が保護者の間で多く聞かれるこ
とが知られている。また、保護者の食事の早



さによっても「食事時間の感覚」は変化する。
本研究では、実際に食事を行う者の食事時間
の感覚と、その食事時間を短縮した場合に食
事を行うものが受けるストレスを測定する
ことで、食事時間と食事の楽しさとの関連を
検討し、食事における心理変化と食事環境と
の関連を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）幼児における食事場面の問題点の検討 
 1～6 歳児の保護者に食事場面についてア
ンケート調査を行い、保護者が疑問点や不安
な点について検討する。これにより、保護者
が幼児の食事場面におけるストレス要因を
検討・把握する。 
 アンケート調査の項目を以下に示す。 
 
①家族構成 
②離乳食の回数 
③授乳回数 
④夜間授乳の習慣 
⑤使用している食具および口腔内清掃用具 
⑥口と歯に関する心配な点 
⑦食事で気になる点 
 
（2）食事場面における環境変化とストレス
との関連についての検討 
 食事を行う際にあたり、研究対象者が自由
に食事を行う場合と食事時間を制限した場
合とを設定し、その際の心理的変動を検討す
る。食事前後に唾液採取を行い、唾液アミラ
ーゼおよびコルチゾール濃度を ELIZA法で測
定することにより、対象者（成人 13 名）が
受ける心理的ストレスを評価した。 

  
＜図 1 唾液採取の方法＞ 

 
４．研究成果 
（1）幼児の食事に関する保護者の意識 
 1 歳児の保護者に対して行ったアンケート
調査の結果では、半数以上の保護者が食事に
ついて心配な点があると回答した。特に、家
族構成との関連は顕著であり、第 1子である
場合は心配な点がある割合が高く、女児（生
後 10 か月）の保護者では 100％、男児では
89％の保護者が心配であると回答していた
（図 2）。また、生後月数が 12 か月以上とな
る児でも割合が顕著に減少することはなく、
第 2子男児では 10 か月児の保護者よりも 12
か月以上の児を持つ保護者のほうが心配な
点がある保護者が多かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜図 2 食事に関して心配な点があると 

回答した保護者の割合＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜図 3 口と歯に関する心配な点＞ 

 
次に、口と歯に関しての心配な点を調査し
た結果、歯のみがき方、生え方、歯ぎしりに
次いで多くの保護者が「食事を十分かまな
い」との心配を抱えていた。また、疑問や不
安点については第 1 子の保護者のほうが第 2
子の保護者より頻度が高くみられる傾向が
強く認められた。 
  
 「対象児が食事を楽しんでいるか」という
質問に対しては、男女差が大きく認められた。
10 か月児の場合、第 1子では男児のほうでは
81％、女児のほうでは 69％の保護者が「楽し
んでいる」と答えた。一方、第 2子に関して
は女児の保護者では全員が「楽しんでいる」
と回答したのに対し、男児では「楽しんでい
る」と答えた保護者は 42％のみだった。 
11か月の児では4群とも差はみられなかっ
たが、12 か月時の児では「楽しんでいる」と
答えた第1子男児の保護者の割合は63％と低
い値を示しており、児の月齢や性別、第 1子
か 2子かによっても保護者が感じる「食事の
楽しさ」は大きく異なると考えられた。 
 
 



 
 

＜図 4 児が食事を楽しんでいると 
回答した保護者の割合＞ 

 
 「食事を楽しんでいない」と感じる保護者
の割合が高かった第 2子男児について、保護
者が「食事について気になる点」として挙げ
た項目との関連について検討を行った。 
 10 か月児では、「かまない・丸飲み」や「食
事時間がかかる」、「食べる量が少ない」点を
気にしている割合が多く、11 か月児の場合は
「食べる量が少ない」ことを気にする保護者
が著明に多かった。また、12 か月児では、「食
事を楽しんでいない」と感じる保護者の全て
が「食事時間がかかる」「好き嫌いが多い」「食
べる量が少ない」ことを不安に感じていた。 
 
 これらの結果を考慮すると、食べ方につい
ての心配な点では、「食事時間」「好き嫌い」
についての疑問も少なからず見受けられた
ものの、「かまずに飲み込む」「丸飲みしてい
る」といった摂食状況に関する疑問点が乳児
期を通して高い頻度で認められ、これらへの
支援方法が必要であることが強く示唆され
た。また，離乳中期においては「食事が楽し
い」と感じていない保護者も多く、それらの
場合は「食事量」「時間」といった点が保護
者の望む量や時間と、実際の食事場面での違
いによって保護者の心理面に強く影響を及
ぼすものと思われた。 
 
以上のアンケート調査により、食事を楽し

いと感じるかについては保護者の育児経験
をはじめとした家庭環境、性別といった要素
に大きく影響を受けると共に、「食事時間」
「食事量」といった実際の食事場面における
児の食行動が強く関連することが示唆され
た。 
 
（2）唾液を用いたストレス測定について 
 本研究では、 
①安静時 
②食事摂取後（食後） 
③食事時間を制限した状態で食事摂取後（課

題食後） 
の 3つの状態において唾液を採取し、コルチ
ゾール濃度およびα-アミラーゼ濃度を測定
した。 
 食事は食パン 1 枚（約 60g）とし、②の状
態で食事時間を計測し、③ではその時間より
も短い時間で食べるように指示を行った。 
 測定したコルチゾール濃度およびα-アミ
ラーゼ濃度では、いずれのマーカーでも安静
時濃度が最も低い値を示した。また、食後は
α-アミラーゼ濃度が安静時の濃度と比較し
て有意に高くなったものの、コルチゾールの
濃度は変化しなかった。課題食後はいずれの
マーカーも安静時および食事摂取後と比較
して著明に高い値を示した（図 5、6）。 

 
＜図 5 コルチゾール濃度の変化＞ 

 
＜図 6 α-アミラーゼ濃度の変化＞ 

 
 



＜図 7 食事時間とコルチゾールの関連＞ 
 

 
＜図 8 食事時間とα-アミラーゼの関連＞ 

次に、通常時の食事時間と課題食時の食事

カ

以上の結果から、食事時間を制限した状態

本研究では、唾液を安静時および食後に採

に不安・疑問を抱
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時間との比率を、ストレスマーカーの濃度の
比率と比較した結果を示す（図 7、8）。 
 コルチゾール濃度では、食事時間とマー
ー濃度との間に明らかな関連はみられなか
った。α-アミラーゼ濃度については、通常
の食事時間よりも課題食の食事時間が短く
なるにつれ、α-アミラーゼ濃度も上昇する
傾向がみられた。 
 
 
が生体に対して急激なストレスを与える可
能性が示唆された。特に、食事時間を大きく
制限した場合、不快刺激の指標のひとつとし
て使用されているアミラーゼの活性が上昇
することから、急いで食べさせることは、食
事を行う際の大きなストレスとなりうる可
能性が考えられた。 
 
 
取することで、食事に関するストレスを測定
する方法が有用であることが確認された。唾
液採取そのものがストレスとなり、正確な測

定が困難との報告もあるが、複数のマーカー
を用いること、食事前後で比較を行うことで、
食環境、特に時間的要因が食事の楽しさに影
響を及ぼすこと、その定量的な測定が可能で
あることが示唆された。 
この方法は、食事の楽しさ
く割合が高いことが示された小児およびそ
の保護者にも使用可能な方法であると考え
られ、本研究で実践された方法により、より
広い年齢層の対象者について検討を行える
ものと考える。 
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